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発行責任者 ：小牧義隆 「大地と 心と 地域を 耕す」 

  

 

３月になっても雪が溶けず、桑やブル－ベリ－剪定枝の片付けがいつ出来

るか予想が立たず困惑し焦っていました。 

３月１７日、農作業に７人が来て下さり、桑とブル－ベリ－の枝片付けをやって

もらいました。１８日人数は少なかったのですが、残り全てが片付き完了しまし

た。予定は３日間で若干残るかと思っていましたので大変驚きました、本当に

安心しました。３月中に肥料をまき作業日程に合わせる事ができます、皆さんに

感謝しています有り難う御座いました。 

夏の収穫期、桑とブル－ベリ－が 

一緒になり、なお今年はブル－ベリ－ 

の出荷に昨年の倍の問い合わせもあり 

ます。暑い盛りですが会員の皆さん宜し 

くお願いします。 

                         
 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

春野菜の講習会                            
 

 

 

 

 

  
 

 

今月入会された方々 

今月は大勢の方が入会されました！（10名になります）手違いで掲載の可否の 

確認が出来ませんので、次月一緒に掲載させていただきます。（どうもすみません） 

お二組の声を頂きましたので掲載します（他の方もどうぞ寄稿よろしくお願いします。） 
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すずしろは大根  それは大地の豊な恵の象徴   

22世紀につなげる農のあり方を 共に考える会 

 

Let’s Activate Area AGRI 

 

 

援農状況 

 

第 3回理事会開催  3/9（水）18：00～20：50  
（台町市民センターにて  理事 8名 監事１名出席） 

・代表理事、副代表理事について 

・分科会担当理事任命・担当業務について 

・研修農園に関する市役所農林課との打合せ結果について 

・事務局の事務分担確認について 

・被雪害農家への無償援農について 

・2月の決算について 

      ・東京都農林水産振興財団の活用について 

      ・ホームページの充実について 

                        久保山町   滝本幸雄（奥様は員子） 

すずしろ22へ夫婦で入会させていただきました。私は会社を去年退職しまして民間の

畑を借りて野菜を栽培していましたが、農業のノウハウは全くと言ってよいほどありませ

ん。そこで、すずしろ22の事を新聞で知り応募した次第です。妻もあまり農業に関して

詳しい方ではないので、皆様に教えて頂きながら楽しく勉強させていただければ幸いで

す。                                         大谷町     米村 陽 

家庭菜園を細々としておりますが今般援農ボランティアを通し基本的な農業知識を少

しでも向上したいと思い申し込みをいたしました。ボランティアは東北の被災地で２回経

験しました。今回援農という活動に参加でき大変嬉しく思います。これから一生懸命農家

の方また会員の方々にご迷惑をかけないように頑張ります 

感謝とお願い 

理事会・分科会だより 2月の援農は 425時間（無償研修なし）、援農参加者は 25人、 
受け入れ農家は 9軒でした。今年度累計は 1381時間です。 
作業内容は、ポット詰め、竹伐り、出荷作業（ネギ・里芋等）ハウス作業 
野菜袋詰め、里芋堀、ハウスの片付け、ほうれん草・人参取り入れ、種まき 
雪かき 

雪害対策無償援農のご報告（参加いただいた皆様ご苦労様です！） 

3月 4日、参加者 6名（応募は 3名）延 17時間 

作業内容・・大根・ほうれん草・かぶのトンネル修理で折れた弓を撤去し、代わ

りの弓を刺す。沈み込んだ弓は引っ張って高さを元に戻す・予定は一つの畑でし

たが、人数が当初の 2倍になったので、2か所の畑を終えました。 

 

上恩方町   中村貞夫 
 


